
平成15年４月号

手作り紙芝居でむし歯予防を
わたらい子育てネット“ちゃおちゃこ”

去る３月１３日、町保健センターで実施された２歳児むし歯予防

教室で歯科検診とあわせて、わたらい子育てネット“ちゃおちゃ
こ”（子育てボランティア）の皆さんが、手作りで完成した大型紙

芝居を使った、むし歯予防のお話をしました。

保護者といっしょに紙芝居を見る子どもたちは、熱心にうなずい

たり、歓声をあげたりと、手作り紙芝居に夢中でした。

紙芝居を通じて『毎日の歯みがきの大切さ』を、参加者に呼びか

けました。わたらい子育てネット“ちゃおちゃこ”の皆さんの今
後の活動が期待されます。

主な内容　平成 15年

第１回度会町定例町議会を開催

市町村合併に関する住民説明会

住民基本台帳

ネットワークシステムのお話

Public Information of Watarai Town
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住民一人ひとりのゆとりと
豊かさを実現できる地域社会を

平成 15 年
第１回度会町定例町議会を開催

平成１５年第１回度会町定例町議会は、去る３月６日から１３日にか

けての８日間で開催され、条例の改正案や補正予算案などについて審議

し、それぞれ原案どおり可決・承認されました。

現
下
の
我
が
国
経
済
は
、
世
界

経
済
の
動
向
や
、
不
良
債
権
処
理

の
加
速
に
よ
る
影
響
等
、
引
き
続

き
多
く
の
不
確
定
要
素
が
あ
り
、

こ
う
し
た
様
々
な
下
方
リ
ス
ク
が

存
在
し
、
更
に
厳
し
い
情
勢
が
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
は
、
こ
の
様
な
動
向
の
中
で
、

日
本
経
済
の
再
生
を
図
る
道
は
、

聖
域
な
き
構
造
改
革
を
迅
速
か
つ

着
実
に
推
進
す
る
以
外
に
な
い
、

『
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
』
と

の
基
本
的
な
考
え
方
を
引
き
続
き

堅
持
し
『
金
融
シ
ス
テ
ム
改
革
』

『
税
制
改
革
』『
規
制
改
革
』『
歳

出
改
革
』
と
い
う
４
本
柱
の
構
造

改
革
と
一
体
的
か
つ
、
整
合
的
に

実
行
し
、
我
が
国
の
潜
在
力
を
開

花
さ
せ
、
民
間
需
要
主
導
の
持
続

的
な
経
済
成
長
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
財
政
事
情
に
つ
い
て
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
総
じ
て
景
気
回

復
を
優
先
し
た
財
政
運
営
を
行
っ

て
き
た
結
果
、
主
要
先
進
国
中
、

最
悪
の
危
機
的
な
状
況
に
至
り
、

14
年
度
に
引
き
続
き
、
税
収
等
の

大
幅
な
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る

と
と
も
に
、
急
速
な
人
口
の
高
齢

化
等
に
と
も
う
経
費
の
増
大
、
公

債
の
累
増
な
ど
に
因
る
歳
入
歳
出

構
造
は
ま
す
ま
す
硬
直
化
し
て
き

て
お
り
、
歳
出
と
税
収
の
ギ
ャ
ッ

プ
は
年
々
拡
大
し
て
い
く
も
の
と

し
て
、
さ
ら
な
る
財
政
構
造
改
革

に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
財
政
で
あ
り
ま
す

が
、
国
と
同
様
、
大
幅
な
財
源
不

足
の
状
況
に
あ
り
、
地
方
財
政
の

借
入
金
は
、
平
成
15
年
度
末
に
は

１
９
９
兆
円
に
達
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
そ
の
償
還
負

担
の
一
層
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
将

来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
地
方
団

体
に
お
い
て
は
地
方
分
権
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
た
め
、

徹
底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る

と
共
に
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し

に
よ
る
抑
制
と
重
点
化
を
進
め
、
効

率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ
の
転

換
を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
状
況
が
引

き
続
く
下
で
あ
っ
て
も
、
地
域
住

民
に
最
も
身
近
な
自
治
体
で
あ
る

市
町
村
の
役
割
の
重
要
性
を
鑑
み
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
ゆ
と
り
と
豊

か
さ
を
実
現
で
き
る
地
域
社
会
を

町
長
提
案
説
明（
概
要
）

〜
所　

信
〜

平成15年度一般会計に

4953万４千円を計上
３0　

住民一人ひとりのゆとりと
豊かさを実現できる地域社会を

平成 15 年
第１回度会町定例町議会を開催
住民一人ひとりのゆとりと
豊かさを実現できる地域社会を

実
現
す
る
こ
と
が
、
私
ど
も
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
ご
案
内
の
と
お

り
改
選
を
間
近
に
ひ
か
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
一
般
会
計
の
当
初
予

算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政
策
的
経

費
を
極
力
抑
え
、
義
務
的
経
費
は

必
要
最
小
限
の
額
と
し
、
ま
た
、

そ
れ
以
外
の
経
費
に
つ
い
て
徹
底

し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

『
骨
格
予
算
』
と
し
て
編
成
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

年
度
よ
り
継
続
、
或
い
は
15
年
度

実
施
が
確
定
し
て
お
り
、
事
業
の

遂
行
上
、
当
初
予
算
に
措
置
す
べ

き
も
の
は
計
上
い
た
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

山
積
す
る
諸
課
題
の
解
決
と
、

町
政
運
営
の
遂
行
に
、
町
議
会
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
町
民
各
位
の
絶

大
な
ご
鞭
撻
と
ご
協
力
を
賜
る
こ

と
を
、
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

３0億
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４月１日から ◎
平
成
15
年
度

一
般
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
，

０
４
９
，
５
３
４
千
円
と
し
ま
し

た
。

一
般
会
計
の
主
な
内
容

総

務

関

係

○
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
導

入
○
第
８
回
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク

春
ま
つ
り
（
実
行
委
員
会
補
助
）

○
『
獅
子
ヶ
岳
』『
牛
草
山
』『
お

お
む
石
』
登
山
道
等
整
備

○
住
基
ネ
ッ
ト
第
２
次
稼
動

○
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
お
よ

び
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
執

行民

生

関

係

○
知
的
障
害
者
、
身
体
障
害
者
の

『
施
設
・
居
宅
』
支
援

○
度
会
町
子
育
て
支
援
事
業

農

業

関

係

○
『
老
朽
茶
園
の
改
食
』『
防
霜

施
設
の
設
置
』『
乗
用
式
茶
摘

採
機
等
』
導
入

○
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業

（
度
会
北
部
）

○
脇
出
頭
首
工
整
備
事
業

林

業

関

係

○
森
林
環
境
創
造
事
業

○
緊
急
地
域
雇
用
事
業

土

木

関

係

○
度
会
町
全
図
『
５
万
分
の
１
』

『
２
万
５
千
分
の
１
』
地
図
作

成
業
務

○
辺
地
対
策
事
業
（
町
道
川
上
１

号
線
『
乙
女
橋
』
架
け
替
え
）

消

防

関

係

○
『
防
災
無
線
施
設
26
局
』
の
更
新

○
防
災
資
機
材
等
整
備

○
防
災
訓
練

教

育

関

係

○
総
合
的
学
習
支
援

○
自
分
発
見
！
中
学
生
・
地
域
ふ

れ
あ
い
事
業

◎
平
成
15
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
４

５
，
９
５
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
15
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
６

４
，
９
０
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
15
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
８
，

９
７
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
15
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
９
０

５
，
３
１
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
15
年
度
福
祉
資
金
貸
付
事

業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
，

２
２
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
15
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
２

７
，
０
８
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
14
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

２
３
６
，
０
０
９
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
，
７
５
８
，
０
０
５
千

円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
14
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

１
６
，
９
１
１
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
６
６
４
，
３
６
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
平
成
14
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

５
７
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
８

５
，
９
６
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
14
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

５
５
，
６
５
０
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
８
５
４
，
７
９
２
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
平
成
14
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

２
，
０
５
８
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
４
０
７
，
３
０
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

町
で
は
貯
水
槽
水
道
を
適
正
管

理
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
度

会
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

貯
水
槽
水
道
と
は
、
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
水
道
配
水
管
か
ら
供

給
さ
れ
た
水
道
水
を
貯
水
槽
に
貯

め
て
給
水
す
る
施
設
の
こ
と
で
す
。

◎
改
正
さ
れ
た
条
例
の
内
容

・
水
道
事
業
管
理
者
は
、
貯
水
槽

水
道
の
管
理
に
関
し
、
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
貯
水

槽
の
設
置
者
に
対
し
、
指
導
、

助
言
お
よ
び
、
勧
告
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る

・
水
道
事
業
管
理
者
は
、
貯
水
槽

水
道
の
利
用
者
に
対
し
、
貯
水

槽
水
道
の
管
理
等
に
関
す
る
情

報
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る

・
貯
水
槽
水
道
の
設
置
者
は
、
水

道
を
管
理
し
、
管
理
の
状
況
に

関
す
る
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

※
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
施
設
課

（

６
２
―
２
４
１
５
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

度
会
町
簡
易
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
が
改
正
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◎
度
会
町
個
人
情
報
保
護
条
例

◎
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給

料
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
委
員
会
の
委
員
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◎
度
会
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

報

告

◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

町
立
度
会
中
学
校
屋
内
運
動
場

大
規
模
改
造
工
事
に
係
る
変
更
契

約
の
締
結

度
会
町
美
化
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
に
係
る
変
更
契
約
の
締
結

議
員
提
出
議
案

◎
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
員
の
定
数
を
16
人
か
ら
14
人

に
変
更
す
る
も
の
（
こ
の
条
例
は

６
月
22
日
実
施
の
町
議
会
議
員
選

挙
か
ら
施
行
す
る
）

一

般

質

問

５
月
発
行
の
『
わ
た
ら
い
議
会

だ
よ
り
』
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

一
般
質
問
議
員

大
釋
恭
治
議
員

西
岡
住
雄
議
員

岡
村
勝
好
議
員

福
井
秀
治
議
員

中
森　

慰
議
員

橋
本
政
志
議
員

下
里
幸
彦
議
員

岩
本
忠
義
議
員

度会町個人情報保護条例など
̶ 全９議案を原案通り可決承認 ̶

可
決
さ
れ
た
議
案

平成15年度当初予算 （単位：千円）

区　　　　　分 本年度 前年度 比較 伸び率 (%)

一般会計 3,049,534 3,243,906 △ 194,372 △ 6.0

国民健康保険特別会計 645,950 591,711 54,239 9.2

簡易水道事業特別会計 164,909 152,784 12,125 7.9

住宅新築資金等貸付事業特別会計 18,976 18,976 ― ―

老人保健特別会計 905,316 867,986 37,330 4.3

福祉資金貸付事業特別会計 1,226 1,226 ― ―

介護保険特別会計 427,086 382,777 44,309 11.6

合　　　　　　　　　　　計 5,212,997 5,259,366 △ 46,369 ―

可
決
さ
れ
た
議
案
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平成15年度一般会計当初予算
歳入・歳出表

（歳入） （単位：千円）

区　　　分 予算額 構成比
（％）

対前年度比
（％）

町 税 553,302 18.2 △ 3.6

分担金・負担金 62,609 2.1 6.2

使用料・手数料 33,185 1.1 △ 3.8

財 産 収 入 671 ― △ 86.2

寄 付 金 1 ― ―

繰 入 金 80,141 2.6 △ 55.5

繰 越 金 30,000 1.0 ―

諸 収 入 50,036 1.6 29.7

（自主財源） 809,945 26.6 △ 12.1

地 方 譲 与 税 36,000 1.2 ―

利 子 割 交 付 金 9,000 0.3 △ 10.0

地方消費税交付金 55,000 1.8 △ 8.3

自 動 車 取 得 税
交 付 金

25,000 0.8 △ 3.8

地方特例交付金 25,000 0.8 25.0

地 方 交 付 税 1,358,165 44.5 △ 15.4

交通安全対策特別
交 付 金

600 ― ―

国 庫 支 出 金 112,279 3.7 △ 14.9

県 支 出 金 151,545 5.0 8.7

町 債 467,000 15.3 58.9

（依存財源） 2,239,589 73.4 △ 3.6

合　　　　計 3,049,534 100.0 △ 6.0

（目的別歳出） （単位：千円）

科　　　目 予算額 構成比
（％）

対前年度比
（％）

議 会 費 71,093 2.3 △ 3.1

総 務 費 520,982 17.1 5.4

民 生 費 731,436 24.0 6.9

衛 生 費 276,105 9.1 △ 16.7

農 林 水 産 業 費 199,422 6.5 △ 6.5

商 工 費 14,022 0.5 △ 0.9

土 木 費 260,522 8.5 △ 15.3

消 防 費 176,036 5.8 9.8

教 育 費 389,094 12.8 △ 28.4

災 害 復 旧 費 3 ― ―
公 債 費 397,419 13.0 △ 2.6

諸 支 出 金 3,400 0.1 △ 11.0

予 備 費 10,000 0.3 ―
合　　　　計 3,049,534 100.0 △ 6.0

（性質別歳出） （単位：千円）

区　　　分 予算額 構成比
（％）

対前年度比
（％）

人 件 費 926,984 30.4 5.2

扶 助 費 180,710 5.9 23.2

公 債 費 397,419 13.0 △ 2.6

義 務 的 経 費 計 1,505,113 49.3 4.9

普通建設事業費 337,305 11.1 △ 45.9

（補助事業費） 22,497 0.8 △ 85.0

（単独事業費） 298,798 9.8 △ 36.2

（県営事業負担金） 4,000 0.1 △ 20.0

（受託事業費） 12,010 0.4 2,025.7

災害復旧事業費 0 ― ―
（補助事業費） 0 ― ―
（単独事業費） 0 ― ―

投 資 的 経 費 計 337,305 11.1 △ 45.9

物 件 費 606,888 19.9 5.3

維 持 補 修 費 28,269 0.9 △ 54.7

補 助 費 等 325,696 10.7 ―
積 立 金 400 ― △ 51.2

投資・出資・貸付金 7,251 0.3 ―
繰 出 金 228,612 7.5 13.0

予 備 費 10,000 0.3 ―
そ の 他 経 費 計 1,207,116 39.6 1.9

合　　　　計 3,049,534 100.0 △ 6.0
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市
町
村
合
併
に
関
す
る

住
民
説
明
会
に
３
５
４
人
が
参
加

第
３
回
目
の
市
町
村
合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
、
去
る
３
月
３
日
か

ら
６
日
ま
で
の
４
日
間
、
町
内
４
会
場
に
て
開
催
し
、
３
５
４
人
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
説
明
会
は
、
昨
年
10
月
に
設
立
し
た
『
多
気
町
・
明
和
町
・
勢

和
村
・
玉
城
町
・
度
会
町
合
併
研
究
会
』
に
お
い
て
進
め
て
い
る
調
査
研
究

等
の
内
容
と
先
日
全
世
帯
へ
配
布
し
た
『
合
併
研
究
会
調
査
研
究
報
告
（
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）』
を
も
と
に
５
町
村
に
お
け
る
町
村
合
併
の
考
え
方
や
任

意
合
併
協
議
会
の
設
立
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

説
明
会
で
の
ご
意
見
な
ど
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
５
町
村
に
お
け
る
町
村
合
併
の

考
え
方
に
つ
い
て

Ｑ
こ
の
５
町
村
が
合
併
し
た
ら
南

北
幹
線
道
路
の
整
備
が
必
要
で

は
な
い
か
。

Ａ
今
後
、
新
市
の
将
来
構
想
や
建

設
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
仕
組
み
づ
く
り
に
お
い
て
『
市
』

と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
本
当

に
市
に
な
り
う
る
の
か
。

Ａ
平
成
16
年
３
月
末
ま
で
に
合
併

し
た
と
こ
ろ
は
、
人
口
要
件

（
３
万
人
以
上
）
の
み
で
市
に

な
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、

今
後
、
平
成
17
年
３
月
末
の
合

併
特
例
法
期
限
ま
で
の
合
併

（
人
口
要
件:
４
万
人
以
上
）

に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
が
取

ら
れ
る
見
込
み
で
す
。 

Ｑ
合
併
に
よ
っ
て
税
金
や
水
道
料
、

保
険
料
な
ど
住
民
負
担
が
増
え

な
い
か
。

Ａ
税
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
町

村
も
地
方
税
法
に
定
め
る
標
準

税
率
を
採
用
し
て
お
り
、
合
併

に
よ
る
負
担
増
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
料
な
ど
の
差
は
、
急
激
な

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
緩
和

措
置
等
に
つ
い
て
今
後
協
議
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
合
併
の
枠
組
み
に
つ
い
て

現
状
を
理
解
し
た
意
見
、
伊
勢

市
の
枠
組
み
、
単
独
を
維
持
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
昨
年

10
月
に
開
催
し
た
第
２
回
住
民
説

明
会
に
お
い
て
も
同
様
の
議
論
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

は
、
現
在
に
お
け
る
町
の
考
え
方

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
伊
勢
市
は
、
二
見
町
・
小
俣

町
・
御
薗
村
の
４
市
町
村
で
、

昨
年
８
月
に
任
意
合
併
協
議
会

を
設
立
し
、
平
成
17
年
３
月
末

ま
で
に
新
設
（
対
等
）
合
併
を

め
ざ
し
、
合
併
協
議
項
目
や
事

務
事
業
の
一
元
化
な
ど
に
向
け

た
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
末
に
は
こ
の
４

市
町
村
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
法

定
協
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
や

合
併
成
立
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

・
ど
こ
と
も
合
併
せ
ず
に
単
独
を

維
持
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
か

で
す
が
、
今
ま
で
は
、
人
口
規

模
や
財
政
力
の
差
に
か
か
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
市
町
村
も
住
民
に

対
し
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
地
方
交

付
税
制
度
等
に
よ
っ
て
維
持
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
景
気
の
低

迷
か
ら
財
源
と
な
る
所
得
税
、

法
人
税
等
の
減
収
に
よ
っ
て
、

不
足
分
を
国
債
等
に
頼
ら
ざ
る

市
町
村
合
併
に
関
す
る

住
民
説
明
会
に
３
５
４
人
が
参
加

を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
地
方
交
付
税

は
30
〜
40
％
の
削
減
が
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。し

た
が
っ
て
、
自
主
財
源
に

乏
し
い
市
町
村
に
お
い
て
は
、

身
近
な
生
活
環
境
の
整
備
、
公

共
施
設
等
の
改
修
な
ど
の
臨
時

的
な
経
費
や
日
常
的
に
行
な
っ

て
い
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
要
す

る
財
源
が
不
足
し
、
現
在
の
行

政
水
準
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
困
難
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
合
併
す
る
こ

と
よ
っ
て
行
政
コ
ス
ト
を
削
減

し
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の

も
と
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
市
町
村
合
併
は
、
あ
く
ま
で
も

一
緒
に
合
併
を
検
討
し
よ
う
と

す
る
市
町
村
が
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
将
来
構
想
や

建
設
計
画
、
合
併
に
向
け
て
協

議
調
整
を
要
す
る
合
併
協
議
項

目
や
膨
大
な
事
務
事
業
な
ど
、

一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
合
意
が

な
さ
れ
る
こ
と
で
合
併
が
成
立

す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

合
併
の
枠
組
み
に
お
い
て
複

数
の
選
択
肢
が
な
い
状
況
下
で

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

場
合
、
そ
の
結
果
が
、
た
と
え

ば
多
数
を
占
め
た
相
手
方
市
町

村
が
合
併
協
議
に
応
じ
る
考
え

が
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
後
の

方
策
な
ど
が
考
え
に
く
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
本
町
で
は
現
時
点
に
お
け

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

『輝き通信』を

ご覧ください
多気町・明和町・勢和村・玉

城町・度会町合併研究会だより

『輝き通信』を今月号の広報紙

とともに配布しました。

ぜひご覧ください。
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住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
お
話

昨
年
８
月
か
ら
一
次
稼
働
し
て

い
ま
す
『
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
』（
略
称　

住

基
ネ
ッ
ト
）
は
『
住
民
票
コ
ー
ド

交
付
通
知
』
を
発
行
し
て
以
来
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
何
が
便
利

に
な
る
の
？
」
と
、
度
々
お
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
は
住
基
ネ
ッ
ト
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
『
本
人
確
認
情
報
』
っ
て
？

本
人
確
認
情
報
と
は
、『
氏
名
』

『
生
年
月
日
』『
性
別
』『
住
所
』『
住

民
票
コ
ー
ド
』
の
５
項
目
と
、
こ

れ
ら
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
理

由
な
ど
を
示
す
『
付
随
情
報
』
で

す
。住

基
ネ
ッ
ト
で
は
、
日
々
の
異

動
に
よ
り
生
じ
た
変
更
を
専
用
回

線
を
通
じ
県
へ
、
ま
た
県
か
ら
全

国
セ
ン
タ
ー
へ
送
信
し
て
い
ま

す
。
県
や
全
国
セ
ン
タ
ー
は
、
そ

の
本
人
確
認
情
報
を
記
録
・
保
管

し
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
事
務
に

限
定
し
行
政
機
関
へ
提
供
し
て
い

ま
す
。

◎
何
が
便
利
に
な
る
の
？

本
人
確
認
情
報
が
提
供
さ
れ
る

事
務
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
申
請

時
に
添
付
し
て
い
た
住
民
票
の
写

し
が
今
後
は
不
要
に
な
る
、
ま
た

は
毎
年
の
現
況
届
を
提
出
す
る
手

間
が
は
ぶ
け
る
、
と
い
う
具
合
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
本
人
確
認
情
報

が
提
供
さ
れ
る
事
務
が
わ
ず
か
で

あ
り
ま
し
た
が
、
行
政
機
関
の
機

器
設
置
が
徐
々
に
整
い
、
今
年
４

月
か
ら
利
用
事
務
が
い
く
つ
か
追

加
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
す
で
に
開

始
さ
れ
て
い
た
も
の
と
合
わ
せ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
住
民
票
の
写
し
の
添
付
省
略
が

で
き
る
も
の

・
一
般
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の

新
規
発
給
申
請

・
建
設
業
法
に
基
づ
く
技
術
検
定

の
受
験
申
請

・
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
書
換
え

申
請

・
消
防
設
備
士
免
状
の
書
換
え
申

請
◎
現
況
届
が
廃
止
さ
れ
る
も
の

・
恩
給
受
給
者

・
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
の
年
金
受
給
者

・
地
方
公
務
員
共
済
組
合
の
年
金

受
給
権
者

・
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会

の
年
金
受
給
権
者

・
私
立
学
校
教
職
員
共
済
の
年
金

受
給
権
者

・
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
遺

族
補
償
年
金
受
給
権
者

◎
こ
れ
か
ら
の
住
基
ネ
ッ
ト
は
？

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
８
月
か
ら
二

次
稼
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
主

な
サ
ー
ビ
ス
は
次
の
３
つ
で
す
。


身
分
証
明
書
の
提
示
に
よ
り
、

世
帯
員
の
住
民
票
の
写
し
が
全

国
の
市
町
村
で
交
付
可
能
に
な

り
ま
す


希
望
す
る
人
に
は
『
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
』
を
交
付
し
ま
す

③
『
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
』
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
転
出
・
転

入
の
手
続
き
が
一
部
簡
略
化
で

き
ま
す

こ
れ
ら
に
加
え
、
本
人
確
認
情

報
の
提
供
事
務
も
随
時
追
加
さ
れ

る
予
定
で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
で
は
、
皆
さ
ん
の

大
切
な
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
町
で
は
一
次
稼
動
以
来
、

そ
の
保
護
を
最
重
要
課
題
と
し
て

運
営
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

７
月
か
ら
度
会
町
個
人
情
報
保
護

条
例
の
施
行
を
予
定
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
保
護
対
策
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
戸
籍

住
民
係
（

６
２
―
２
４
１
１
）

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

去る３月２０日、一之瀬小学校の６年生１０

人、中川小学校の６年生２３人は、卒業記念にア

マゴの稚魚約６０００匹を、それぞれ一之瀬川と

注連指川へ放流しました。

このアマゴの稚魚は、町商工会から贈られたア

マゴの受精卵からふ化したもので、６年生が、成長の様子を観察しながらこの日まで大切に育

てました。

体長約３ほどに成長したアマゴを「地元の川で元気に育ってください。」と、言葉を投げ

かけながら父母や商工会役員らといっしょに、流れに放ちました。

元気に育って

卒業記念にアマゴを放流

一之瀬・中川小学校６年生
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投票日　6月22日（日）
午前7時～午後6時

町長・町議会議員選挙

●告　示　6月17日（火）
●投票日　6月22日（日）

町長・町議会議員選挙で投票できる人

○昭和５８年６月２３日以前に生まれた

人

○平成１５年３月１６日までに住民登録

され、引き続き町内に居住し、選挙人

名簿に登録されている人

※投票日までに町外に転出された人は投

票できません。

◆ 投票までの日程
日　　　　　　　時 内容および場所

５月１６日（金）
町　　　長　午前10時～11時30分
町議会議員　午後１時～２時30分

立候補予定者説明会
役場２階大会議室

５月３０日（金）
町　　　長　午前９時～10時　　
町議会議員　午前10時30分～　　
　　　　　　　　　午後４時30分

立候補届出事前審査
役場２階大会議室

６月１７日（火）
午前８時30分～午後５時

立候補の届出受付日（告示日）
役場２階大会議室

６月２２日（日）
投票:午前７時～午後６時
開票:午後８時～　　　　

選挙日
投票 :各投票所　
開票 :町民体育館

平成15年度
町内小中学校教職員等の人事異動

学校名
転　　　　　出 転　　　　　入

職名 氏　名 転出先 職名 氏　名 前任校

内城田
小学校

校長 奥本　謙造
中 島 小
（校長）

校長 田村　重幸
南 勢 志 摩
教育事務所
（所長）

教諭 大串　雅美 神 社 小 教諭 大辻　茂子 阿 曽 小

中 川
小学校

校長 若山　道男
下外城田小
（校長）

校長 宇城　順一
明 和 中
（教頭）

教諭 伊藤　京子 南 島 小 教論 北村ひとみ 城 田 小

小川郷
小学校

教頭 荒井　孝導
上 野 小
（教頭）

教頭 梅前　成久
有 田 小
（教頭）

事務
職員

加藤　和子 退 職
事務
職員

稲葉　孝代 漕 代 小

一之瀬
小学校

校長 大西　素行 退 職 校長 濱口　邦彦
協 和 中
（ 校 長 ）

教諭 辻井　敬浩 南 海 小 教諭 志賀　　剛 小 俣 小

度 会
中学校

教諭 江端　義治 二 見 中 教諭 辻　　広宣 小 俣 中

教諭 大西佳代子 退 職 教諭 川井　潤子 宿 田 曽 中

教諭 井田　州昭 大 宮 中 教諭 松山　純子 小 俣 中

教諭 金光かおる 玉 城 中 教諭 福井　　清 小 俣 中

事務
職員

米山　孝子 穂 原 小
事務
職員

濱口　佳子 小 俣 中

町職員の人事異動
※（　）は前任

退職（３月３１日付）

北村征四郎（環境施設課長）
異動（４月１日付）

総務財政課　主　査　三上　節子（昇格）
広域行政推進室（玉城町駐在）

主　査　作野　和幸（総務財政課主査）
健康福祉課　主　査　村林恵利子（昇格）

主　査　黒井真理子（昇格）
環境施設課　課　長　藤田　幸廣（教育委員会施設課長）

主　査　上村　歌織（昇格）
産業振興課　主　査　野呂やよい（昇格）
教育委員会教育課

教育課長兼施設課長　西村　　肇（教育委員会教育課長）
教育委員会施設課

係　長　山下　喜市
（宮川流域ルネッサンス協議会派遣）

棚橋保育所　主　任　岡谷　恭代（昇格）
保育士　大野　芳穂（長原保育所）
保育士　杉井　栄子（南中村保育所）
保育士　松井　千浪（南中村保育所）

長原保育所　主　任　松田　　若（昇格）
南中村保育所　主　任　木本　恵子（昇格）

保育士　小林なつみ（棚橋保育所）
保育士　北井　珠青（棚橋保育所）
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税

の

お

話

去る３月１２日、役場大会議室を会場にチャ・チャ・

チャ倶楽部（県・市町村・ＮＰＯ）主催、日本財団協力

により、講師に情報誌『るーぷる』編集長の北村年子さ

んを招き、講演『おかあさんだってほめられたい』を開

催しました。

１児の母であり、ルポライターで自己尊重トレーニン

グトレーナーでもある北村さん自身の様々な体験談や経

験談に、町内外から参加した５５人の皆さんは共感し、

ありのままの自分を肯定する気持ち（自尊感情）を育て

ることの大切さや、地域全体で子育てをすることの必要

性について学びました。

講演に続いて、リラクゼーションを行い、自分をほめ

る、相手をほめるといった体験をし、会場内は素敵な笑

顔であふれていました。

男女共同参画社会の実現にむけて

講演『おかあさんだって
ほめられたい』を開催

◎
申
告
を
間
違
っ
て
い
た
と
き
な

ど
の
手
続
き

◆
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と

き　

〜
更
正
の
請
求
〜

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
、
税
務
署
に

用
意
し
て
あ
る
『
更
正
の
請
求
書
』

に
す
で
に
申
告
し
た
金
額
と
訂
正

す
べ
き
金
額
な
ど
を
記
入
し
、
所

轄
の
税
務
署
へ
提
出
し
て
、
正
し

い
税
額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
書
が
提
出
さ
れ
ま

す
と
、
税
務
署
で
そ
の
内
容
を
検

討
し
、
そ
の
請
求
内
容
が
正
当
と

認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
納
め
過
ぎ

の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

原
則
と
し
て
、
法
定
申
告
期
限
か

ら
１
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

と
き　

〜
修
正
申
告
〜

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
『
修
正

申
告
』
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修

正
し
て
く
だ
さ
い
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告

を
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
、

修
正
申
告
を
し
た
り
、
更
正
を
受

け
た
り
す
る
と
、
新
た
に
納
め
る

こ
と
に
な
っ
た
税
額
の
ほ
か
に
、

そ
の
税
額
の
10
（
15
）
％
の
過
少

申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新

た
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額

は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

納
め
る
税
金
に
は
、
法
定
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の

期
間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
併
せ
て
納
め
て
く
だ

さ
い
。

◆
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

　

〜
期
限
後
申
告
〜

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘

れ
て
い
た
と
き
は
、
直
ち
に
確
定

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら

の
申
告
を
『
期
限
後
申
告
』
と
い

い
、
税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る

ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、

な
る
べ
く
早
く
申
告
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で

期
限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を

受
け
た
り
す
る
と
、
新
た
に
納
め

る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
の
ほ
か
に
、

そ
の
税
額
の
15
％
の
無
申
告
加
算

税
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自

主
的
に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き

の
無
申
告
加
算
税
は
５
％
で
す
。

ま
た
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て

新
た
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税

額
は
、
期
限
後
申
告
書
を
提
出
す

る
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
納
め
る
税
金
に
は
、
法
定
納

期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
す
る
日
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
納
め
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
伊
勢
税
務
署
（


２
８
―
３
１
９
１
）
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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去る３月１０日、町保健センターを会場にプレママ教室（妊

婦教室）が開催されました。

もうすぐ出産をひかえた妊婦さんを対象に開催されたこの教室では、出産や、赤ちゃんとの生活につ

いて参加者みんなで、話し合いました。同じくらいの時期に出産されるということで、楽しみな気持ち

や、不安な気持ちなど、様々な思いを共感しました。

また、先輩ママに赤ちゃんをつれて参加してもらい、赤ちゃんとのふれあいタイム、おしゃべりタイ

ムを実施し、参加者たちは「陣痛ってどんなものですか、出産のときはどんな感じでしたか」と質問し、

先輩ママの体験談に聞き入っていました。

いろいろな質問をしたり、赤ちゃんを実際に抱かせてもらったりと、会場はアットホームな雰囲気の

なかあっという間に時間が過ぎていきました。

プレママ教室を開催
アットホームな雰囲気で

親子マジック教室を開催

去る３月１日、麻加江および中之郷の生活改善セン

ターを会場に、町青少年育成町民会議主催による親子

マジック教室が開催されました。

この教室は、学校完全週５日制の導入にともなう、

児童の居場所づくりと休日のひとときを親子で楽しむ

ことを目的に開催されたもので、講師の大形弘さんが

わかりやすくマジックを教えてくれました。

参加した１９人の皆さんは、輪ゴムやクリップ、新

聞紙などを利用した簡単なマジックを覚えたあと、大

形さんにマジックショー見せてもらい、「いつかは自

分も・・・」という思いを胸に、楽しいひとときを過

ごしました。

キジを放鳥 猟友会の皆さん

去る３月６日、県猟友会度会支部（中西啓
起支部長）では、小川郷の鳥獣保護区内の川
口のお萱場、栗原、日向、火打石で、キジ３
２羽を放鳥しました。
役員の皆さん、鳥獣保護員、県民局職員、

役場職員の手から放たれたキジたちは、大空
に向かって、元気よく羽ばたいていきました。
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度
会
町
茶
業
者
と
し
て
、
茶
業

振
興
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

中
森
慰
さ
ん
（
大
久
保
）
が
、
財
団

法
人
日
本
特
産
農
産
物
協
会
か
ら

『
第
２
回
地
域
特
産
物
マ
イ
ス
タ

ー
の
集
い
』
に
て
、
地
域
特
産
物

マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
特
産
物
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
、

地
域
特
産
物
の
栽
培
、
加
工
な
ど

で
多
年
の
経
験
と
卓
越
し
た
技
術

能
力
を
持
ち
、
産
地
育
成
の
指
導

者
と
も
な
る
人
材
の
こ
と
で
、
全

国
で
61
人
、
三
重
県
で
は
中
森
さ

ん
が
唯
一
の
認
定
者
と
な
り
ま
し

た
。中

森
さ
ん
は
今
回
の
認
定
に
つ

い
て
「
町
の
茶
業
に
対
し
て
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
す
が
、
今
回
、
全
国
手
も
み
茶

振
興
会
、
日
本
茶
業
中
央
会
の
推

薦
を
受
け
て
認
定
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
国
手
も
み
茶
の
た
め
に
も
精
一

杯
が
ん
ば
り
ま
す
。」
と
、
茶
業

に
対
す
る
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

地
域
特
産
物
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定

中
森　

慰
さ
ん

一之瀬Ａチームが団体戦を制す

町民剣道大会

去る３月８日、第２８回を迎える町民剣道大会が、度中体育館

を会場に開催されました。

声援に包まれた会場内では、熱い戦いが繰り広げられました。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

小
学
生
団
体
戦

優　

勝　

一
之
瀬
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

中
川
Ｃ
チ
ー
ム

３　

位　

内
城
田
Ｍ
Ａ
チ
ー
ム

３　

位　

小
川
郷
Ｂ
チ
ー
ム

小
学
生
低
学
年
（
個
人
戦
）

優　

勝　

橋
本　

隆
芳
（
小
川
郷
）

準
優
勝　

上
村
健
太
郎
（
中　

川
）

３　

位　

森
下　

好
貴
（
中　

川
）

３　

位　

井
上　
　

亮
（
小
川
郷
）

小
学
生
高
学
年
（
個
人
戦
）

優　

勝　

井
口　

康
史
（
一
之
瀬
）

準
優
勝　

上
村　
　

環
（
中　

川
）

３　

位　

世
古　

克
則
（
中　

川
）

３　

位　

野
呂　
　

遥
（
一
之
瀬
）

中
学
生
男
子
（
個
人
戦
）

優　

勝　

橋
本　

良
介

準
優
勝　

上
井　

崇
寛

３　

位　

味
噌
井
拓
志

３　

位　

大
北　

健
二

中
学
生
女
子
（
個
人
戦
）

優　

勝　

中
谷
江
美
子

準
優
勝　

田
畑　

真
里

３　

位　

長
谷
川　

静

３　

位　

橋
本　

幸
恵

一
般
（
個
人
戦
）

優　

勝　

牧　

昌
利　

準
優
勝　

中
田　

元
浩

３　

位　

河
井　

秀
裕

３　

位　

出
口　

真
市

勝
抜
戦
（
小
学
生
の
部
）

１
位　

13
人
抜
き

井
口　

康
史
（
一
之
瀬
小
）

２
位　

12
人
抜
き

橋
本　

隆
芳
（
小
川
郷
小
）

３
位　

６
人
抜
き

上
村
健
太
郎
（
中
川
小
）

勝
抜
戦
（
中
学
生
の
部
）

１
位　

12
人
抜
き

上
井　

崇
寛

優
秀
賞

井
口　

康
史
（
一
之
瀬
小
）

橋
本　

隆
芳
（
小
川
郷
小
）

高
橋　

良
介
（
中
学
男
子
）

敢
闘
賞

上
山　

詩
織
（
中
川
小
）

東
谷　

麻
里
（
中
川
小
）

南　
　

廣
大
（
中
川
小
）

橋
本　

高
徳
（
小
川
郷
小
）

森
本　

貴
也
（
中
学
男
子
）

玉
村
早
希
子
（
一
般
）
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去
る
３
月
13
日
、
町
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
実
施
さ
れ
た
２
歳
児
歯

科
検
診
に
、梅
谷
舞
衣
子
さ
ん
（
棚

橋
）
と
、
味
噌
井
美
智
さ
ん
（
棚

橋
）
の
２
人
が
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

３
月
７
日
に
中
学
校
を
卒
業
し

た
２
人
は
、
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
初
体
験
で
し
た
が
、
集
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
気
で
、
き

っ
ち
り
と
お
世
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

あ
の
子
こ
の
子
と
、
全
員
に
気

を
配
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
場

に
た
っ
た
２
人
。「
子
ど
も
が
好

き
で
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
と
遊
ぶ
の
は
新
鮮
で
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
、
暖
か
い
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
初
体
験

梅
谷　

舞
衣
子
さ
ん
・
味
噌
井　

美
智
さ
ん

趣味

幼いころから車が好きで、免許を取って自
分の車をもってからは、手入れはかかさず
しています。きれいな車に乗るのは気持ち
が良いものです。

好きな
女性のタイプ

子ども好きでやさしい人が良いと思いま
す。芸能人なら常磐貴子さんがタイプで
す。現在、彼女募集中です！

将来の夢

父の後を継いで、自立し、尾崎自動車工業
所をやっていきたいです。車のことで困っ
ている人がいたら助けになりたいし、「尾
崎にまかせたら大丈夫！」と、いってもら
えるようになりたいです。

町の
好きなところ

度会町の人たちはやさしくて思いやりの
ある人ばかりで、とても良い雰囲気のまち
だと思います。

町に
望むこと

町全域が活気あふれるまちになってほし
いです。

尾
お

崎
ざき

　剛
つよ

史
し

さん（当　津）　24歳／Ｂ型

長かった修業を終え、家業の尾崎自動車工業所で勤めています。

車を修理することは、大変なことですが楽しくやっています。

か

がやけ！

　

た
らい

　
びと



12広報わたらい（№ 453）広報わたらい（№ 453）13

茶の実句会抄　３月 20 日

西
野
た
け
し
指
導

春し
ゅ
ん

灯と
う

や
扉

と
び
ら

の
き
し
む
糀

こ
う
じ

倉ぐ
ら大

野
木　

串
田　

冬
扇

老ろ
う

人じ
ん

の
む
じ
ゃ
き
に
囃は

や

す
里さ

と

神か

ぐ

ら楽

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

蕗ふ
き

の
薹と

う

里さ
と

の
は
ず
れ
の
切き

り
通と

う

し

麻
加
江　

北
村　

櫓
江

お
手て

玉だ
ま

の
如ご

と

き
雛

ひ
ひ
な

を
楽た

の

し
め
り

市　

場　

高
橋
花
寿
子

道み
ち

の
辺へ

の
庚こ

う

申し
ん

塚つ
か

や
梅う

め

匂に
お

ふ
棚　

橋　

田
畑　

サ
ダ

意い

志し

固か
た

く
故こ

郷
き
ょ
う

去さ

る
子こ

に
風か

ぜ

ひ
か
る

麻
加
江　

辻
本
久
美
子

芹せ
り

の
水み

ず

溜た

め
て
小ち

い

さ
き
休

き
ゅ
う

耕こ
う

田で
ん

葛　

原　

中
井　

和
子

探た
ん

梅ば
い

の
丘お

か

に
治ち

水す
い

の
社

や
し
ろ

か
な

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

棚橋保育所でボランティア
自分の道を発見

去る３月１０日から１３日までの４日間、今春、中学校を
卒業した御村英里さん（南中村）、田畑薫さん（和井野）、東
谷実奈さん（注連指）、上村展代さん（注連指）の４人が棚
橋保育所でボランティアをしてくれました。
４人は、中学校の授業での職場体験をきっかけに、今回自
主的にボランティアに参加したということで「大変でしたが
楽しくて、とても勉強になりました。」と、語ってくれました。
実際に保育所で勤める保育士といっしょに、園児のお世話
をした４人は「保育士の皆さんは休む時間もなく忙しいのに、
丁寧にいろいろと教えてくれました。」と、現場の大変さを
実感し、また「将来は保育士になりたいです。」と、自分の
道を発見し、目を輝かせていました。

シリーズ今夜の夕食

おもてなし料理
度会町食生活改善推進協議会

材料（４人分）

鰆 ４切れ（６０ｇ）

ベーコン ２枚

白こしょう 少量

鰆の

ベーコン巻きソテー

作
り
方

今
回
は
、
お
も
て
な
し
料
理
の

紹
介
で
す
。

暖
か
く
な
る
と
行
楽
に
出
か
け

る
こ
と
や
、
行
事
も
多
く
、
も
て

な
し
を
す
る
機
会
も
増
え
ま
す
。

ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。


鰆
１
切
れ
を
３
等
分
に
切
る

（
12
切
れ
に
す
る
）


ベ
ー
コ
ン
３
枚
を
縦
半
分
、
横

２
つ
に
切
る
（
12
枚
に
す
る
）


鰆
に
ベ
ー
コ
ン
を
巻
き
、
両
面

を
焼
い
て
火
を
通
す
（
ベ
ー
コ

ン
か
ら
出
る
脂
で
焼
く
）


仕
上
げ
に
白
こ
し
ょ
う
を
ふ
る
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4月
おしらせ

三重県伊勢庁舎では、ご来
庁いただく皆さんの利便性向
上およびバリアフリー化など
に向けて、庁舎内改修工事を
実施しました。
配置は次のとおりとなって

います。
○１階　県税部、保健福祉部、
旅券コーナー

○２階　企画調整部（宮川流
域ルネッサンスプロジェク
トグループ含む）、農林水
産商工部、工事検査担当

○３階　伊勢建設部、生活環
境部、教育事務所

※詳しくは、南勢志摩県民局
企画調整部総合調整チーム
（２７－５１１１）まで、
お問い合わせください。

庁舎内を改修工事

三重県伊勢庁舎

伊勢志摩総合地方卸売市場で
は、市場内店舗の出店者を募
集しています。
業種
・総合食品（インスタント食
品類、瓶・缶詰類、嗜好品
など）

・菓子類
・のり、お茶、調味料類
店舗面積　標準１小間２５
（５０、６２も有り）

※詳しくは、伊勢志摩総合
地方卸売市場管理事務所（伊
勢市西豊浜町、３７－
５０５０）まで、お問い合わ
せください。

卸売市場内店舗への

出店者を募集

昨
年
、
無
登
録
農
薬
が
全
国
的

に
流
通
し
、
使
用
さ
れ
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
と
な
り
、
国
民
の

『
食
』
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
う

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
12
月
に
農
薬

取
締
法
が
改
正
さ
れ
、
去
る
３
月

10
日
か
ら
こ
の
改
正
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、


無
登
録
農
薬
の
製
造
、
輸
入
、

使
用
の
禁
止
（
販
売
は
従
来
か

ら
禁
止
）


農
薬
使
用
基
準
に
違
反
す
る
農

薬
使
用
の
禁
止


罰
則
の
強
化

な
ど
で
あ
り
、
農
薬
を
製
造
、

輸
入
、
販
売
、
使
用
す
る
す
べ
て

の
国
民
に
関
係
す
る
内
容
で
す
。

農
薬
は
農
林
水
産
省
の
登
録
番

農
薬
取
締
法
が
改
正

〜
農
薬
使
用
に
ご
注
意
を
〜

号
の
あ
る
も
の
を
、
ラ
ベ
ル
を
よ

く
読
ん
で
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
南
勢
志
摩
県
民
局

農
林
水
産
商
工
部
農
林
業
振
興
グ

ル
ー
プ
（

２
７
―
５
１
６
８
）

お
よ
び
、
役
場
産
業
振
興
課
振
興

係
（

６
２
―
２
４
１
６
）、
Ｊ

Ａ
伊
勢
経
済
部
経
済
２
課
（

０

５
９
８
８
―
５
―
０
６
６
２
）
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
立
図
書
館
の
本
を

中
央
公
民
館
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

県
立
図
書
館
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
県
立
図
書
館

の
蔵
書
（
約
60
万
冊
）
を
近
く
の

施
設
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

新
サ
ー
ビ
ス
『e

-
B

o
o
k
in

g

』
を

行
っ
て
い
ま
す
。

３
月
８
日
か
ら
は
中
央
公
民
館

で
も
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ご
利
用
に
は
、
県
立
図
書
館
の

資
料
貸
出
券
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
貸
出
券
発
行
の
お
申

し
込
み
も
可
能
で
す
の
で
、
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
県
立
図
書
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
出
券
を
お
持
ち
の
人
は

（http://w
w

w
.m

ilai.pref.m
ie.jp/

）

で
読
み
た
い
本
を
検
索
し
ま
す
。

最
初
に
名
前
な
ど
の
情
報
を
登
録

す
る
と
、
あ
と
は
シ
ス
テ
ム
か
ら

自
動
的
に
発
行
さ
れ
る
利
用
番
号

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
、
受
け

取
り
た
い
施
設
の
指
定
と
合
わ
せ

て
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
県
立
図
書
館
で
本

が
確
保
さ
れ
る
と
１
週
間
ほ
ど
で

指
定
さ
れ
た
施
設
に
届
き
ま
す（
無

料
）。
利
用
後
は
、
受
け
取
っ
た

施
設
に
返
却
で
き
ま
す
。

▽
貸
出
期
間　

30
日
間
（
受
け
取

り
場
所
と
の
間
の
往
復
の
搬
送

期
間
も
含
む
）

▽
貸
出
冊
数　

最
大
５
冊
ま
で（
県

立
図
書
館
で
直
接
借
り
た
分
も

含
む
）

●
県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス

http://w
w

w
.m

ilai.pref.m
ie.jp/

m
ie-lib/index.htm

l

※
詳
し
く
は
、
県
立
図
書
館　

企

画
調
整
グ
ル
ー
プ
（

０
５
９
―

２
３
３
―
１
１
８
１
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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株
式
会
社
ｉ
Ｔ
Ｖ
で
は
『
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施
中
で
す
。

通
信
工
事
費
な
ど
が
通
常
価
格

よ
り
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
限　

４
月
30

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
情
報

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

加
入
を
お
考
え
の
人
へ
！

日
（
水
）

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
株
式
会
社
ｉ
Ｔ
Ｖ
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
２
７
―
０

０
８
９
、

２
７
―
０
７
０
０
）

ま
で
。

町内の浄化槽法定検査を５
月から６月に実施する予定で
す。対象のご家庭には、知事
の指定を受けた三重県水質
保全協会より実施日をお知ら
せした後、協会職員がお伺い
しますので、必ず検査を受け
てください。
※詳しくは、三重県水質保
全協会（０５９－２２６－
００１０）または、役場環境
施設課（６２－２４１５）
まで、お問い合わせください。

受けてください
浄化槽法定検査

Ｑ　注連指十一面観音立像は次の
うちどこが重要文化財として
指定しているでしょうか？

①　町

②　県

③　国

※答えは編集
後記欄をご覧
ください。

度 会 町 ク イ ズ
Vol.3

自
衛
隊

幹
部
候
補
生
を
募
集

自
衛
隊
三
重
地
方
連
絡
部
で
は
、

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募
集
し
ま

す
。

◎
一
般
、
技
術
幹
部
候
補
生

・
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

し
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見

込
み
）
は
28
歳
未
満
の
人
（
海

上
技
術
幹
部
候
補
生
は
、
理
学

ま
た
は
工
学
課
程
修
了
者
に
限

る
）

◎
医
科
・
歯
科
、
薬
剤
科
幹
部
候

補
生

・
医
科
・
歯
科　

専
門
の
大
学
卒

（
見
込
み
）
で
20
歳
以
上
、
30

歳
未
満
の
人

・
薬
剤
科　

専
門
の
大
学
卒
（
見

込
み
）
で
２
０
歳
以
上
、
26
歳

未
満
の
人
（
薬
学
修
士
取
得
者

は
、
28
歳
未
満
）

▽
受
付
期
限　

５
月
９
日
（
金
）

※
申
し
込
み
お
よ
び
試
験
日
程
な

ど
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
三
重
地
方

連
絡
部　

伊
勢
募
集
事
務
所
（


２
３
―
３
８
８
０
）
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
建
築

ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

低
利
融
資
を
実
施

県
で
は
、
県
産
材
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
に
、
県
内
に
県
産
材

を
構
造
材
に
一
定
割
合
以
上
使
用

し
た
木
造
住
宅
な
ら
び
に
内
装
材

に
一
定
面
積
以
上
使
用
し
た
住
宅

な
ど
を
建
設
（
新
築
・
増
改
築
・

購
入
）
す
る
人
に
、
資
金
の
低
利

融
資
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
は
、
計
４
回
の
募

集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
募
集

▽
募
集
期
間　

５
月
６
日
（
火
）
〜

６
月
20
日
（
金
）

▽
申
込
先　

三
重
県
地
域
木
造
住

宅
推
進
協
議
会
（

０
５
９
―

２
２
８
―
４
７
１
５
）

※
第
２
回
以
降
の
募
集
は
未
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
農
林
水
産
商
工

部
林
産
物
供
給
チ
ー
ム
（

０
５

９
―
２
２
４
―
２
５
６
３
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
生
活
金
融
公
庫

融
資
制
度
の
ご
案
内

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
主
に
中

小
企
業
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
事
業

資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
、
大
学
、
専
修
学

校
な
ど
入
学
資
金
や
在
学
資
金
が

必
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伊勢志摩みらいづくり委員
会では、伊勢志摩生活創造圏
ビジョンの実現をめざして、
より多くの皆さんと協働して
いくために、自主的な活動を
支援する『伊勢志摩みらいづ
くり民間支援事業』を実施し
ます。
募集対象　伊勢志摩生活創
造圏ビジョンの３つのテー
マである『美しい地域づく
り』『人づくり』『産業おこ
し』の実現につながる取り
組みを実施する、個人、団
体、ＮＰＯなど（ただし、
特定の政治、宗教、または
営利活動を目的としないこ
とが条件）
募集期間　５月１日（木）～
５月３０日（金）
助成額　活動に必要な額の
２分の１以内で、５万円か
ら３０万円までの額
助成先の選定方法　事業計
画を公開審査会の場で発表
していただき、審査結果に
より選定
公開審査会　６月２１日（土）
※申し込みおよび問い合わせ
は、伊勢志摩みらいづくり民
間支援事業事務局（南勢志摩
県民局企画調整部内）（２７
－５２３４）まで。

『伊勢志摩みらいづくり
民間支援事業』を実施
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編　集　後　記

２月中に届出のあった方（敬称略）

おめでた
 子の名前 保護者名 字名

水小田日
ひ よ り

和 健　一 棚　橋
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子
こ

 誠 棚　橋
福岡　靖

やす

人
と

 良　治 和井野
小林　慶

ち か と

翔 英　文 南中村
中田　藍

あい

加
か

 厚 栗　原

おくやみ
 名　前　 年齢 字名

牧　みつ  ９６ 棚　橋
中西　昌弘 ６４ 平　生
杉本　さ　 ８３ 柳
奥村　丹藏 ８１ 坂　井
古森かをる ７７ 栗　原
中村信一郎 ９３ 棚　橋
山本みよの ９０ 棚　橋
山本小すみ ８５ 駒ヶ野
森本　民藏 ８８ 麻加江
泰道　しゑ ８７ 棚　橋
辻村　哲夫 ８２ 栗　原
松本ハギノ ９１ 棚　橋
小林　爲一 ８４ 栗　原

おめでた・おくやみコーナー
問い合わせは、役場健康福祉課（ 6 2 － 2 4 1 3）まで

３歳６か月児健康診査
５月７日（水）

受　付：午後１時10分～１時30分

場　所：町保健センター

対　象：平成11年９月・10月生まれ

のお子さん

乳児健診および育児相談
５月28日（水）

受　付：午後１時30分～２時30分

場　所：町保健センター

乳児健診の対象

原則として

・２か月児健診

平成15年３月生まれのお子さん

・７か月児健診

平成14年10月生まれのお子さん

・12か月児健診

平成14年５月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として奇数月

生まれの１歳まで

のお子さん

いきいきライフ教室

５月１日（木） 注連指農事集会所

 坂井公民館

５月８日（木） 大久保改善センター

 南中村公民館

５月13日（火） 長原公民館

５月15日（木） 日向集会所

 牧戸公民館

５月20日（火） 田間公民館

５月22日（木） 一之瀬公民館

 南中村公民館

時　間：午後１時 30分から

内　容：健康体操、健康相談、レク

リエーションなど

▽『度会町クイズＶｏｌ．３』『注連

指十一面観音立像は次のうちどこが重

要文化財として指定しているでしょう

か？』の答えです▽注連指の正法寺観

音堂に安置されている十一面観音立像

は、度会町唯一の国指定重要文化財に

定められています。答えは『③国』です。

平安時代後期、都の兵乱をさけて注連

指の地に逃れた平家の武将、藤原有助

によってもたらされたとの伝説があり

ます。光背裏に『天永三年（１１１２）

十一月廿七日願主藤原有助』の銘があ

り、藤原時代好みの明るく優しい姿が

印象的です。

町 の う ご き 平成 15年２月２８日現在（　）内は前月比

人口　男　4,601（＋ 1） 　計　9,480（－ 2） 出生　 5 転入　20

　　　女　4,879（－ 3） 世帯数2,694（＋ 8） 死亡　13 転出　14

４月の町税 固定資産税　第１期

愛犬家の皆さんへ
犬を放し飼いにしている、糞の後始末をしていかない、といった飼犬

に関する苦情の電話が相次いでいます。犬の管理には、糞の始末など飼

主のモラルが問われるところから、咬傷事件や、犬に吠えられたため転

んでケガをした、犬に襲われ逃げる途中、車にはねられたなどという場

合には、民事訴訟にまでおよぶこともあります。実際に損害賠償を認め

られた判例もあります。

飼主には管理責任が課せられています。犬も人も、気持ちよく地域で

生活できるよう、飼主は日ごろから心がけてください。


